【上　巻】

	３期制
	２期制
	大単元名
	大単元の主なねらい
	準備
	大単元の評価規準例

	１ 学期　配当時数　　35時間
	１ 学期　配当時数　　 44 時間
	みんな なかよし　（配当時数24時間）
(p.2～p.35)


＊もくじ（表2～p.1）
1年生の生活科のテーマは「なかよし」。生活科の活動への期待感をもてるようにする。

＊１ねんせいの スタートだ！（p.2～5）
入学し小学校生活、そして生活科の活動に入っていく思いや願いを膨らませる。
	◎友達や先生、学校を支える人々と親しみ、楽しく学校生活を送ることができる。


◎学校の施設を知り、利用の仕方が分かり、動植物に親しんだり、育てたりすることができる。


◎通学路の様子や、安全を守っている施設や人々に気付き、安全な登下校ができるようになる。
	・学校探検
・栽培活動
・通学路や公園などに出かける
等のための準備

	関心・意欲・態度
	思考・表現
	気付き




○学校の施設の利用および学校生活を支えている人々や友達とのかかわり、安全な登下校などについて、自分なりに考えたり、工夫したり、振り返ったりして、それを自分らしく表現している。



	○植物の成長の様子や世話の仕方に気付いている。
○公園には、みんなで使うルールがあることに気付いている。

	
	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	
	月
	みんな なかよし
	小単元名
	配当
時数
	学習内容
	準備
	小単元の評価規準例

	
	
	
	
	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	思考・表現
	気付き

	
	
	４月
	
	ともだち たくさん つくろう
（p.6～9）
	4
	◎自己紹介や集団ゲーム、歌などを通し、新しい友達と遊んだり、上級生や学校で働く人たちに世話をしてもらったりすることを通して、学校にかかわる人たちに親しみをもつ。
	・画用紙
・歌詞カード
・歌える歌のリサーチ
・発達に即した手遊びのネタ
・ゲームのルール確認
・2年生からの招待状、プレゼント
	○友達や先生と楽しく遊ぼうとしている。
[行動]
○上級生に迎えられ、学校生活を楽しみにしている。
[行動・つぶやき]
○あいさつをしようとしている。
[行動・発言]
	○ルールを守って遊んでいる。
[行動]
○相手に合わせたあいさつをしている。
[行動・発言]
○学校であったことを家族に話している。
[発言]
	○クラスの友達と交流するよさに気付き、クラスに親しみをもち、自分もクラスの一員であることに気付いている。
[行動・発言] 
○あいさつの仕方が分かっている。
[発言]


わたしの がっこう どんな ところ


◎学校内を自由に回り、興味のあるものやそこにいる人々とふれ合うことを通して、学校の様子や学校生活を支えるいろいろな人々の存在に気付く。



（２年生からのプレゼント）


・全校への連絡・お願い


・動物アレルギーの有無の確認


[行動・発言]




[行動・発言]



○気持ちよく学校生活を送るためのきまりやマナーについて考えて探検している。



[行動]


[行動・記録・発言]





[発言・記録]


[発言・記録]


○学校が好きになり、学校の施設を上手に使えるようになった自分に気付いている。

	[つぶやき]

	１ 学期　配当時数　　35時間
	１ 学期　配当時数　　 44 時間
	
	
	さいばい：はなや やさいを そだてよう①
（p.20～25）
	6
	◎育ててみたい植物を選んだり、土作り、たねまきの仕方、苗植えのやり方、育て方を調べたりして準備をする。
◎水やりの世話、支柱立てなどの世話を通して植物の成長に気付き、これからの成長に関心をもつ。
	・草花のたね
・野菜の苗
・栽培の用土、植木鉢、じょうろ、シャベル、肥料、名札、支柱
・観察カード
・ゲストティーチャーとの連絡
	○植物に関心をもってかかわろうとしている。
[行動・記録]
○植物の成長を楽しみながら、世話を続けようとしている。
[行動]
	○育ててみたい植物を選んだり決めたりしている。
[行動]
○植物の成長に合った世話を考えることができ、植物の成長を自分なりの方法で表現している。
[行動・記録]
	○植物によって、たねのまき方や栽培方法、時期が違うことに気付いている。
[つぶやき・記録]
○植物の成長の様子に気付き、世話ができるようになった自分の成長に気付いている。
[発言・記録]


◎行き帰りの通学路の様子に関心をもつとともに、安全に気をつけて歩き、また自分たちの安全を守ってくれている施設や人がいることに気付く。


◎身近な公園などを利用し、自然にふれたりしながら、友達と仲よく遊ぶ。


・校外学習の届け


・関係者への連絡


・公園の確認


[行動・発言]


[行動]


○安全を守ってくれている人に、あいさつをしたりお礼を言ったりしようとしている。


[行動・発言]


○公園遊びに関心をもち、進んで人や自然とかかわって遊ぼうとしている。











	[発言]

	
	
	　
	◆がくしゅうどうぐばこ１「『あぶない！』じぶんを まもる ために」（p.34～35）
	校外に出かけるときのルールやマナーを知り、安全に対する子どもの意識を高める。

	
	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	
	大単元名
	大単元の主なねらい
	準備
	大単元の評価規準例

	
	
	なつと なかよし（配当時数11時間）
（p.36～49）


＊なつと なかよし・扉（p.36～37）
	◎育ててきた植物の成長、遊びの様子などから、季節の移り変わりとともに、自然や自分たちの様子が変わることに気付くことができる。

◎季節の遊びを通して自分たちの生活を工夫したり、家族や地域の人々とのふれ合いを大切にしたりして、楽しく過ごすことができる。

	・栽培活動
・花や実を使った遊び、水遊び、砂遊び
・夏休みの計画
等のための準備
	関心・意欲・態度
	思考・表現
	気付き

	
	
	
	
	
	○植物の開花や収穫を楽しみに世話をしようとしている。
○夏の自然遊びや行事に関心をもち、みんなで楽しく遊ぼうとしている。
	○植物の成長の様子を振り返り、表現している。
○必要な道具などを使い、工夫して遊んだり作ったりしている。
	○植物の成長の様子や最後まで世話ができた自分に気付いている。
○季節の変化、自然物で遊んだり作ったりする楽しさ、みんなで遊ぶ楽しさに気付いている。

	
	
	　
	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	１ 学期　配当時数　　35時間
	１ 学期　配当時数　　 44 時間
	　
	なつと　なかよし
	小単元名
	配当
時数
	学習内容
	準備
	小単元の評価規準例

	
	
	　
	
	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	思考・表現
	気付き

	
	
	　
	
	さいばい：はなや やさいを そだてよう②
（p.38～41）
	3
	◎アサガオなどの草花につぼみができ、開花した喜びや花の美しさへの感動を観察記録に絵や文で表現する。
◎ラッカセイ、ダイズなどの野菜につぼみができ、開花して、実になっていくことに気付く。
◎植えた草花の成長、野菜の収穫への意欲を高め、継続して世話をする。
	・じょうろ、肥料
・観察カード
	○つぼみがつき、花が咲くことを楽しみにして世話をしようとしている。
[行動]
○実やたねができたらどうしたいかを考え、成長を心待ちにしている。
[つぶやき]
	○諸感覚を使って観察し、記録をしている。
[発言・記録]　
○気温の高い日には多めに水をやるなど植物のことを考えて世話をしている。
[行動]　
○成長した喜びを表現している。
[発言・記録]
	○小さなたねから大きな花や実が出来ることに気付いている。
[つぶやき・記録]
○世話を続けたことで、植物が成長したことに気付いている。
[発言・記録]　　
○最初に比べて、世話が上手になった自分に気付いている。
[発言・記録]


おもしろい あそびが いっぱい


◎シャボン玉遊び、水遊び、砂遊びなど、友達と仲よく遊ぶ。

◎育てた花や実や、身近な花や実を使って、色水遊びや、押し花、たたき染め遊びをする。


・マヨネーズ容器、トレイ、紙コップ、ストロー、段ボール、うちわ、トイレットペーパーの芯など


・千枚通し、はさみ、油性ペンなど


・花や実


[行動・つぶやき]



○身の回りのものを使って、遊びの準備をしたり、計画を立てたりしている。







[発言・カード]


○夏の季節の自然を上手に使って遊べるようになった自分に気付いている。

	[発言・記録]

	
	
	　
	
	なつは たのしい ことが いっぱい
（p.48～49）
	2
	◎初めての夏休みを迎えることを、みんなで話し合う。
◎家族と一緒に出かけたり、遊んだり、手伝いをしたりするなど、楽しいひとときを考え、家族とのきずなを深める。
◎地域の行事を通して、地域の人々とふれ合う。
	・夏の風物詩や地域行事の写真、家族旅行の写真など
・家族の夏休みの計画
・地域の夏休みの行事予定
・絵日記
	○夏休みに、いろいろな行事に参加したり活動したりして楽しもうとしている。
[作品・記録]
	○家族のために夏休みにできることや、自分でやってみたいことを考え、計画表にしたり、図に表したりして表現している。
[発言・記録]
	○夏休みの楽しい過ごし方について気付いている。
[発言・記録]

	
	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	２ 学期　配当時数　　42時間
	１ 学期　配当時数　　 44 時間
	大単元名
	大単元の主なねらい
	準備
	大単元の評価規準例

	
	
	あきと なかよし（配当時数35時間）
（p.50～83）


＊あきと なかよし・扉（p.50～51）
	◎野原や校庭で見つけた虫を飼うことで、生き物に親しみをもつとともに、虫の不思議に気付くことができる。
◎落ち葉や木の実で遊んだりして、身近な自然とかかわり、季節の変化や自然の不思議さに気付くことができる。
◎これまで育ててきた植物のたねとりをしたり、秋植えの植物を植えたりして、植物に親しむことができる。
	・生き物採集
・栽培、たねとり
・秋の自然物を使った遊び
等のための準備
	関心・意欲・態度
	思考・表現
	気付き

	
	
	
	
	
	○身近な自然に関心をもち、それらとかかわる活動を行うなどして、楽しく生活しようとしている。
○自然や生き物と諸感覚を使ってかかわり、楽しく遊ぼうとしている。
	○花や実などの自然物や身近な材料を使って、工夫して作品を作ったり遊んだりしている。　　
○自分なりに工夫して、秋の自然と遊んだ楽しさを表現している。
	○夏に比べて、身近な自然の様子が変化したことに気付いている。　　
○秋の自然を使って遊べた自分や、一緒に遊んだ友達のよさに気付いている。

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	　
	あきと なかよし
	小単元名
	配当時数
	学習内容
	準備
	小単元の評価規準例

	
	
	　
	
	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	思考・表現
	気付き

	
	
	９月
	
	いきものと なかよし（p.52～59）
	9
	◎友達が見つけてきた虫をきっかけに、知っている虫や見つけた場所について話し合い、虫を探しに行く。
◎見つけてきた虫のすみかを作って飼い、様子を観察し、分かったことを伝え合う。
◎学校で飼っている動物の最近の様子について　話し合い、心配なことを専門家に相談したり、大切に育てるための飼い方を教えてもらったりする。

	・捕虫網、虫かご
・水槽、小さい皿、石、割れた植木鉢、竹串、えさなど飼育に必要なもの
・虫めがね
・観察カード
	○身近な生き物に関心をもち、虫を探そうとしている。
[つぶやき・行動]　　
○育てている虫の様子を楽しみながら、世話を続けようとしている。
[行動・発言・記録]
○ファーブル昆虫記から虫の不思議に関心をもち、調べようとしている。
[行動・発言]
○学校で飼っている生き物の変化に関心をもち、かかわろうとしている。
[行動・発言・記録]
	○虫がいそうな場所を考えて、工夫して採集している。
[行動・つぶやき]　
○虫の不思議を虫めがねや本を使って調べ、表現しようとしている。
［行動・発言・記録］　
○生き物の成長の様子や季節の変化に合わせて、世話の仕方を考えている。
[行動・発言・記録]
	○虫が生息している環境や捕まえ方に気付いている。
[つぶやき・記録]　　
○生き物の成長の様子や育てている生き物に合った世話の仕方に気付いている。
[行動・つぶやき]　　
○上手に生き物の世話ができるようになった自分に気付いている。
[つぶやき・記録]


さいばい：はなや やさいを そだてよう③




◎収穫した野菜の食べ方を話し合い、調理をしてもらうなどして食べる。








○サツマイモやダイズ、ラッカセイなどを食べることに関心をもって収穫しようとしている。


[行動・つぶやき]



○思いや願いを込めてたねとりをし、そのたねをどうすればよいかを考えている。







○秋にまいたり植えたりする植物があることやそのまき方・植え方・世話の仕方などに気付いている。

	[発言・記録]

	２ 学期　配当時数　　42時間
	２ 学期　配当時数　　 58 時間
	11月
	あきと なかよし
	あきと ふれあおう
（p.66～77）
	11
	◎身近な場所で見つけた秋について紹介し、公園に行ってどんな秋が見つけられそうか話し合う。
◎秋の公園で諸感覚を使って秋を感じたり、比べたり、言葉で表現したりしながら秋と親しむ。
◎公園で落ち葉や木の実、草花などを使って工夫して遊ぶ。
◎公園で集めてきた、落ち葉や木の実などを使って、いろいろなものを工夫して作り、どうしたらうまく作ることができるかを友達と教え合う。
	・葉や木の実を入れる器、袋
・見つけたよカード
・竹ひご、画用紙、紙コップ、紙粘土、マグネット、接着剤、マーカーペンなど
	○身近な秋を進んで見つけようとしている。
[行動・つぶやき]　　
○思いや願いをもって遊びや遊びに使うものを作ろうとしている。　
[行動・発言]　
○出来上がった作品を友達や先生に見せ、そのよさを伝えようとしている。
[行動・作品]
	○秋の自然物を生かして、どんな遊びができるか考えたり、試したりしている。
[行動・つぶやき]　　
○公園で見つけた秋を比べたり、たとえたり、言葉で表したりすることができる。
[発言・記録]　　　　　　　　　　
○安全に気をつけて作ったり、後片づけの仕方を工夫したりしている。
[行動]　　
○みんなで楽しむことができるルールを考えて遊んでいる。
[行動・作品・記録]
	○夏のころと自然の様子が違うことに気付いている。
[つぶやき・発言・記録]　　
○紅葉の美しさや秋風の心地よさなどに気付いている。
[つぶやき・発言・記録]　　
○いろいろな形や大きさの葉や実があることに気付いている。
[つぶやき・発言]
○約束やルールを変えたり工夫したりすると遊びが楽しくなることに気付いている。
[作品・記録]　　
○安全な道具の使い方やポイントが分かっている。
「行動」


つくろう あきの おくりもの


◎どんなことに気をつけたらよいかを話し合い準備を進める。




・的当て布、こま回しの台、秋の曲、CDプレーヤーなど発表会に必要なもの


[行動・つぶやき・記録]



○秋の楽しかった思い出を表現しようとしている。


○園児の立場になって考え、遊びの準備をしたりプレゼントを作ったりしている。


[行動・発言・作品]


○自分の思い出を工夫して作品で表現している。



○秋の自然を使って楽しむことのできた自分に気付いている。

	[発言・記録]

	
	
	
	◆がくしゅうどうぐばこ２「あきの きの みと おちば」（p.82～83）
	自分が見つけた葉や木の実を調べたり、それを使ってどんな遊びができそうかを考えたりする。

	
	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	
	大単元名
	大単元の主なねらい
	準備
	大単元の評価規準例

	
	
	ふゆと なかよし（配当時数32時間）
（p.84～115）


＊ふゆと なかよし・扉（p.84～85）
	◎家族と過ごす年末年始の行事やその準備を楽しんだり、家族や地域の人々にお正月遊び・伝承遊びを教わり、一緒に楽しんだりすることができる。

◎風や雪、冬の日ざしなどを利用した遊びを工夫して、自然に親しみながら、四季の変化や季節によって生活の様子が変わることに気付くことができる。

◎自分の成長を振り返ったり、認めたりしながら、2年生になるという意識をもって、1年生を迎える準備をすることができる。
	・冬の様子を表す写真
・リース作り、正月飾りの製作
・年末年始の計画
・昔遊び
・風や雪、冬の日ざしを利用した遊び
・1年間の成長を振り返る作品
・1年生を迎える計画
等の準備
	関心・意欲・態度
	思考・表現
	気付き

	
	
	
	
	
	○冬の自然や暮らしに関心をもって楽しく過ごそうとしている。　　
○自分の1年を振り返り、進級の準備をしようとしている。
	○冬の自然を使った遊びを工夫している。　　
○家族の一員として自分ができることを考え実行している。　　
○1年間を振り返り、できるようになったことを表現している。　　
	○秋と比べて、身近な自然や暮らしの変化に気付いている。　　
○冬の遊びや暮らしの楽しさに気付いている。　　
○できるようになったことが増えた自分の成長に気付いている。

	
	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	２ 学期　配当時数　　 58 時間
	　
	ふゆと なかよし
	小単元名
	配当
時数
	学習内容
	準備
	小単元の評価規準例

	　
	
	　
	
	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	思考・表現
	気付き

	
	
	12月
	
	ふゆを みつけたよ  
（p.86～91）                                                                                                                        
	7
	◎校庭や通学路、町のなかなど身近な自然や暮らしのなかから冬を探し、冬の季節感をとらえる。
◎身近な材料を使って飾りを作ったり、正月を迎える準備として年賀状などを書いたりする。
	・暮らしのなかにも冬があることをとらえさせる写真、絵
・木の実、つる、リボン、モール、千代紙などリース作りや年賀状の材料
	○冬の自然に関心をもち、体全体を使って身近な自然とふれ合ったり、かかわったりしようとしている。
[行動・つぶやき]
○季節や地域の行事とのかかわりに関心をもち、家族や地域とかかわろうとしている。
[発言]
	○身近な自然や暮らしの変化をとらえ、発見したことを表現している。
[発言・記録]
○素材を自分なりに工夫して活用しながら、飾り作りに取り組んでいる。
[作品]
	○秋のころと身近な自然や暮らしが変わってきたことに気付いている。
[つぶやき・発言]
○地域や家には、季節にちなんだ様々な行事があることに気付いている。
[発言・記録]

	３ 学期　配当時数　　25時間
	
	１月
	
	かぞくで いっしょに おしょうがつ
（p.92～95）
	5
	◎冬休みに家族でしたいことの計画を立て、新しい年を迎える準備をする。大掃除をすることを計画し、自分ができることを考え、家族で協力して実行する。
◎1年間を家族で振り返り、希望をもって新年を迎える。
◎地域のお年寄りや大人から昔の遊びを教えてもらう活動を通して、昔遊びの楽しさや面白さを知り、友達や家族と一緒に遊ぶ。

	・冬休みの計画表
・お手玉、けん玉など昔遊びに使うもの
・ゲストティーチャーとの連絡
・見つけたよカード
	○年末年始の暮らしに関心をもって楽しもうとしている。
[発言・記録]
○昔遊びに関心をもち、進んでかかわろうとしている。
[行動・つぶやき]
	○家族のなかでの自分の役割を考え、年末の手伝いをしている。
[発言・記録]
○地域のお年寄り等に昔遊びを教えてもらい、楽しく遊んだことを表現している。
[発言・記録]
	○家族で一緒に年末年始を過ごすことの楽しさに気付いている。
[発言・記録]
○昔遊びの技や楽しさに気付いている。
[発言・記録]
　

	
	
	　
	◆がくしゅうどうぐばこ３「むかしの  あそびに ちょうせん」（p.96～97）
	昔遊びの遊び方について知り、いろいろな遊びに挑戦してみたいという意欲をもつ。

	
	
	　
	◆がくしゅうどうぐばこ４「おりがみ ORIGAMI」（p.98～99）
	折り方を参考にしながら、作品作りに取り組む。

	
	
	２月
	ふゆと なかよし
	みんな かぜの 子
（p.100～107）
	8
	◎風車やたこ、風輪や紙飛行機など風で動くおもちゃを作り、楽しく遊ぶ。
◎北風、雪、氷、日ざしなど冬の自然状況を生かした屋外での遊びを工夫して、友達と楽しく遊ぶ。
◎校庭でいろいろな形の影を作って遊ぶなど、影を使った遊びをする。
	・ビニル袋、紙コップ、紙皿、折り紙など
・たこ糸、ステープラー（ホチキス）、きり、はさみなど
・感想カード、見つけたよカード
	○風や雪、氷、光などに関心をもち、それらを使って楽しく遊ぼうとしている。
[行動]
○遊びや遊びに使うものを作ろうとしている。
[行動]
	○風や雪、氷、光などの性質を利用して、遊びを工夫している。
[行動・作品・記録]
○友達と協力し、楽しく遊んだことを表現している。
[発言・記録]
	○風や雪、氷、光などを使うと楽しく遊べることに気付いている。
[つぶやき・発言・記録]
○雪が降った日の自然の様子や、影の向きや動きについて気付いている。
[発言・記録]


はるを さがそう


・身近な自然のなかに春の訪れを感じさせる活動場所の確保、写真や絵


○校庭の自然や町の様子の変化に関心をもち、春探しをしようとしている。


○どんなことが変わってきたのかを考え、春探しをしている。


○校庭の自然や栽培している植物、人々の暮らしなどの変化に気付いている。

	[発言・記録]

	
	
	３月
	
	もう すぐ ２年生
（p.110～115）
	9
	◎自分の１年間を振り返り、楽しかったことやできるようになったことを発表し合う。
◎新1年生のために、自分たちができることややってあげたいことを話し合い、プレゼントなどの準備をする。
◎新１年生に学校内を案内したり、教室をきれいにしたりして、新１年生を迎える準備をするとともに、1年間かかわった人たちに感謝の気持ちをもつ。
	・１年間の成長を振り返ることのできる写真や絵
・６年生へのお礼状
・幼稚園や保育所との連携
・プレゼントの材料
・保護者への案内状
・振り返りカード
	○1年間を振り返り、進級する喜びを感じている。
[行動・発言]
○新しい1年生を、期待をもって迎えようとしている。
[行動・発言]
	○自分自身を振り返り、過去と現在の自分を比較して考えている。
[記録・発言]
○新しい１年生のことを考え、活動したり準備をしたりしている。
[行動・作品]
	○1年間でできるようになったことが増え、成長した自分に気付いている。
[発言・記録]
○1年生を迎える準備を通し、もうすぐお兄さん、お姉さんになることに気付いている。
[発言・記録]


がくしゅうどうぐばこ

	扉（p.116～133）
	◆がくしゅうどうぐばこ5「むし　むし　むし」（p.118～121)
	身の回りにはいろいろな虫がいて、それぞれ住んでいる場所や季節が違うことに気付き、生き物への親しみをもつ。

	
	◆がくしゅうどうぐばこ6「いろいろな　草花」（p.122～123）
	身近に見かける草花について興味をもち、名前を調べることで、草花に対する興味・関心をより高める。

	
	◆がくしゅうどうぐばこ7「く・も・く・も・く・も・く」（p.124～125）
	空に浮かぶ雲のいろいろな形に気付くとともに、その不思議さに子どもの興味を膨らませる。

	
	◆がくしゅうどうぐばこ8「なかよし　クッキング」（p.126～127）
	収穫した野菜などをどのようにして食べたいか、調理例を参考に考える。

	
	◆がくしゅうどうぐばこ9「手がみを　出そう」（p.128～129）
	手紙の書き方、出し方を知るとともに、飾りを工夫して手紙を作成する。

	
	◆がくしゅうどうぐばこ10「どうぐを　じょうずに　つかおう」（p.130～133）
	道具を上手に使うためのこつを知り、安全な使い方を身に付ける。


